
一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書

令和５年９月２７日

長久手市議会議長 殿

長久手市議会議員 木村さゆり

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
個 人 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

国の「ＣＯＣＯＬＯプラン」を受けての不登校支援を

令和３年度全国の小中学校で、不登校の児童生徒数が約

２４．５万人となる中、文部科学省は、令和５年３月３１

日に、誰一人取り残されない学びの保障を社会全体で実現

していくために「ＣＯＣＯＬＯプラン」を発表した。

⑴ 不登校の子どもの保護者であれば誰でも自由に参加で

きる「保護者の会」を設置し、そこに、スクールカウン

セラーやスクールソーシャルワーカーをコーディネータ

ー役として派遣し、不登校の子どもの保護者を支援して

いくことが必要だと思うが「ＣＯＣＯＬＯプラン」を受

けての、本市の今後の取り組みはどのようか。

⑵ 教育支援センター「Ｎ-ハウスあい」、北中学校内フリ

ースクール「スマイル虹」、南小学校内フリースクール「ほ

っとルーム」の利用状況はどのようか。

⑶ 学校の授業を不登校の子どもの自宅などに配信し、オ

ンライン指導できる指導体制を確立すべきと思うが、現

状と今後の取り組みはどのようか。

⑷ 国の「ＣＯＣＯＬＯプラン」で示されたように、不登

校の生徒の高校進学を支援するため、自宅や教育支援セ

ンター等での学びを確実に学校での成績に反映させるこ

とが重要であると思うが、現状と今後の取り組みはどの

ようか。



２

学校給食費の公会計化について

文部科学省では、教職員の業務負担の軽減等に向け、学

校の給食費を自治体の会計に組み入れ、保護者からの学校

給食費の徴収、管理、業務の仕事も学校から自治体に移す

公会計化を促進し、学校給食費徴収・管理に関するガイド

ラインを作成し、中央教育審議会からも答申が出されてい

る。

⑴ 本市の給食費の徴収の現状はどのようか。

⑵ 公会計化について考えはどのようか。

３

献血の推進について

⑴ 市内で行われている献血事業において、周知啓発の現

状はどのようか。

⑵ 過去５年間の献血者数の状況はどのようか。

⑶ 日本赤十字社の行う献血事業について、市はどのよう

な協力を行っているのか。

⑷ 若年層への献血推進に対する取り組みはどのようか。


